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Ⅰ．全体講評

「第 2回センター試験本番レベル模試」の受験生
平均点は 38.1 点であった。前回の平均点は 38.9 点
であったので，それと比較してもほとんど変化はみ
られなかった。古代・中世に関して出題した第 1
問・第 2問の得点率はそれぞれ，51.5％・46.5％と
まずまずの結果であったと言えよう。学習進度も中
世まで順調に進んでいるようである。とはいえ，ひ
とつの設問に政治・経済・文化などあらゆる分野を
含んだリード文がある場合の正答率はやはり低調で
あった。つまり，受験生全体に言えることであるが
まだ多角的視野から歴史事象を洞察する力が不足し
ている。一方的な暗記に頼るのはなく因果関係をつ
かみながら学習を進めていくことが，今後の諸君の
課題であろう。また第 3問以降はいずれも得点率が
４割にも満たなかった。第 5問などは 24.1％と 3割
を切る結果となった。じっくり腰を据えて古代・中
世の学習にあたるとともに，近世・近現代の範囲も
そろそろ意識すべき時期に入ってくる。次回実施の
6月までにはさらに一歩でも先に時代が進むように
今後とも努力を継続していくことが大切だ。
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Ⅱ．設問別分析

大問別の得点率は以下のようになっている。
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第 1問　法制史
～法制史はテーマで攻める～

例年，センター試験第 1問はテーマ史が出題され
ている。今回は古代から中世の法制史について広範
囲にわたって出題した。特に「法」は時の支配層が
国家統治の手段として最も重要視したいわばアイテ
ムである。時代ごとに発布された「法」の内容はも
ちろんであるが，「法」と関連付けて職制について
も同時に出題されるケースが非常に目立つ。それを
総合的に理解していくことが大切になってくる。第
1問全体の得点率は 51.5％とまずまずであった。特
に問 5 5 の正答率は 70％を超えるなど絵図を駆
使した問題にもしっかり対応できているようだ。一
方で問 3 3 の「正しいものの組合せ」を選択す
る問題は数値をみれば受験生の解答が分散してい
る。このような問題に対処するためにはひとつの歴
史事象の理解を深めることはもちろんのこと，多角
的視野に立った洞察力の養成が急務であることを肝
に銘じてもらいたい。
設問別の正解率は以下の通りである。

マーク番号 1 2 3 4 5 6
正　答 ① ③ ④ ② ① ②
正答率 69.3% 39.4% 31.4% 50.5% 70.4% 47.9%




